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第 1 章 はじめに 
  
 国際交流基金による 2012 年の調査によれば、タイにおける日本語学習者数は、129,616
人となり、2009 年の調査結果に比較して 50,814 人（64.5％）の増加となっている。また、




























表 1 第二言語習得研究の発達（迫田 2002） 





























































































































































第 2 章 先行研究と本研究の位置づけ 
 




















の留学生に対して 3 回実施した。第 1 回目の調査は留学生が来日してから約 3 か月後に、
第 2 回目は約 6 か月後に、第 3 回目は 9 か月後に行われた。その調査では「テイル」の習
得過程を以下のように報告している。 
 1）「結果状態1」の用法は、「進行2」の用法より習得が困難である。 
 2）「進行」の習得過程に、次の 3 つの段階が見られた。（1）学習者が「－ル」が「進行」
を表わすと判断する。（2）学習者が「－ル」と「－テイル」の両方が「進行」を表わすと
















 2.1.1.2 許夏珮（1997） 
「中・上級台湾人日本語学習者による「テイル」の習得に関する横断研究」 





































































































































 九州大学留学生センターで日本語クラスを受講する学習者 63 名を初中級 21 名・中級 21










































                                                   
14 サコダコーパスとは、自然習得環境で学ぶ日本語学習者 1 名（マレー語母語話者）と日本国内の教室環
境で学ぶ日本語学習者 6 名（中国語母語話者 3 名、韓国語母語話者 3 名）と日本語母語話者 NS との 1 対































                                                   
16 CTLJ は「The Corpus of Taiwanese Learner of Japanese」の省略で、台湾成功大学外国語文学系の黄























































表 2 日本語学習者の「テイル」の習得に関する先行研究 













































































































































































































 表 3 「テイル」に対応するタイ語の文法形式 
日本語に 
おける用法 
対応するタイ語の文法形式 所属するタイ語の動詞 例文 
進行 
（A) 「＋動詞」23 見る()、食べる()、降る()、 
思う()、歩く()、勉強する()、 
歌う()、書く()、飲む() 
           
     「動詞＋」  私    （進行）   食べる   ご飯   いる 
     「＋動詞＋」 私はご飯を食べている 
  





           









       








            








              
 私    持つ   車     三     台 
私は車を三台持っている 
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（許 1997; 簡他 2010; 孫他 2010 など）、中国語母語話者が中心ではなくても中国母語
話者が調査対象者の一部に入っている「テイル」の習得研究も少なくない（黒野 1995; 
許 2000; 阿拉塔 2009,2010 など）。他言語の母語話者を対象にする「テイル」の習得研
































































































































































 ＝                      
   今日 彼 も（意思を表す助動詞） 会いに来る 私 も 私 婚約する （完
了を表す助動詞） 終助詞 
  ：「貧乏なら慣れている。」 
 ＝          





  例：「電気が消えている。」 
  ＝      
    電気 消える いる 
 3）「動詞」が対応するもの 
  例：「先輩は、この人を知ってますか？」 
  ＝            
    先輩 知る 人 この 疑問詞 丁寧語 
   ：「油が切れてるんです。」 
  ＝        







表 4 ドゥアンケーオ（2013）における「結果状態」の「テイル」に対応するタイ語の文法形式 







       








          








          
 私   持つ  車    三    台 
私は車を三台持っている 










表 5 本稿で扱う「結果状態」の「テイル」に対応するタイ語の文法形式 







       








          
テレビ   壊れる    いる 
テレビは壊れている 
 





















表 6 Uppakitsinlapasarn（1964）における「完了」としての「」41 
  （完了） 
「」 
（テンス）   

（現在） 
    




     




     




    



















 例：昨日 8 時に晩ご飯を食べた。 
        

















 ・     
  今日 彼 いる 家 一日中 
 「彼は今日一日中家にいる」 
 ・    
  今 彼 いる どこ 
 「彼は今どこにいますか」 
 









 ・      







 ・             
 
  あなた しまう 篭 ～ておく そのように すると 見える すると いつも（そ








 ・     






























































 文法テストは、①文法性判断テスト、②翻訳テスト、③多肢選択テストという 3 つの部
分から成り立っている。文法性判断テストの問題数は 5 問（そのうちの 2 問がダミー問題）、
翻訳テストは 6 問、多肢選択テストは 11 問（そのうちの 3 問がダミー問題）あり、全部合































 2014 年 3 月 15 日から 2014 年 4 月 8 日にかけて実施した。 
 

















 以下の通り、調査協力者の詳細を表 7 にまとめる。 
 
表 7 予備調査の調査協力者の詳細 
調査協力者 日本語学習歴 在日経験 日本語能力試験のレベル 日本語専攻 
1 4 年 無 N2 ○ 
2 4 年 無 N2 ○ 
3 5 年 無 N1 ○ 
4 4 年 2 年（仕事） N1 ○ 
5 8 年 6 年（留学） N1 ○ 
6 5 年 3 年（留学） N1 ○ 
7 3 年 3年半（留学） N1 ○ 
8 5 年 1 年（留学） N2 ○ 
9 11 年 4 年（留学） N1 ○ 
10 2 年 2年半（留学） N3 × 
11 1 年 3 年（留学） N1 × 
 
4.2.4 文法テストとフォローアップ・インタビューの実施状況 





































表 8 各調査協力者の総合点数 
調査協力者 点数（１７点） 点数（％） 
1 10 58.82 
2 7 41.18 
3 9 52.94 
4 10 58.82 
5 13 76.47 
6 15 88.24 
7 12 70.59 
8 11 64.71 
9 7 41.18 
10 9 52.94 
11 7 41.18 
 
表 9 調査協力者の文法性判断テストの回答 




1 正   
2 誤 止んだ 




1 誤 始まる 
2 誤 止む 




1 正   
2 誤 止んだ 




1 誤 始まった 
2 誤 止んだ 
3 誤 届いた 





2 正   




1 正   
2 正   




1 正   
2 誤 止んだ 




1 正   
2 誤 止んだ 




1 誤 始まった 
2 誤 止んだ 




1 誤 始まった 
2 誤 止んだ 




1 正   
2 誤 止んだ 
3 誤 届いた 
 
表 10 調査協力者の翻訳テストの回答 





















































































表 11 調査協力者の多肢選択テストの回答 






治る   ○     
腐る     ○   
疲れる     ○   
汚れる   ○     
濡れる     ○   
消える     ○   
なる   ○     
混む     ○   
2 
治る   ○     
腐る 
 
  ○   
疲れる 
 
○ ○   
汚れる 
 














混む ○ ○ ○   
3 
治る   ○ ○   
腐る 
 
○   ○ 
疲れる ○ ○ ○   
汚れる 
 
○     
濡れる 
 
○ ○   
消える 
 
○     
なる 
 
○ ○   
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混む   ○ ○   
4 
治る   ○     
腐る   ○     
疲れる     ○   
汚れる     ○   
濡れる     ○   
消える     ○   
なる     ○   
混む     ○   
5 
治る     ○   
腐る     ○   
疲れる     ○   
汚れる     ○   
濡れる     ○   
消える     ○   
なる   ○     
混む     ○   
6 
治る   ○ ○   
腐る     ○   
疲れる   ○ ○   
汚れる     ○ ○ 
濡れる     ○   
消える     ○   
なる   ○ ○   
混む     ○   
7 
治る   ○     
腐る     ○   
疲れる     ○   
汚れる     ○   
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濡れる     ○   
消える     ○   
なる   ○ ○   
混む   ○ ○ ○ 
8 
治る   ○     
腐る   ○     
疲れる     ○   
汚れる     ○   
濡れる     ○   
消える     ○   
なる   ○     
混む     ○   
9 
治る   ○   ○ 
腐る 
 
○   ○ 
疲れる 
 
○ ○   
汚れる 
 
  ○   
濡れる 
 
  ○   
消える 
 
  ○   
なる 
 
○     
混む     ○   
10 
治る       ○ 
腐る   ○ ○   
疲れる     ○   
汚れる     ○   
濡れる     ○   
消える   ○ ○   
なる       ○ 
混む     ○   





  ○   
疲れる 
 
○     
汚れる 
 
  ○   
濡れる 
 
    ○ 
消える 
 
  ○   
なる 
 
○   ○ 

















（ⅰ） （ⅱ） （ⅲ） 














た。その結果は資料 2 を参照されたい。 
 次に、各動詞の正答率を見ることにする。以下の図 4 は、文法テストの問題に採用した
各動詞の正答率を示したものである。 
 
図 4 各動詞の正答率（％） 
 
 









































































































表 12 調査協力者の各動詞の回答理由（一部） 
動詞 選択理由 回答した人数 
始まっている まだ始まっておらず、始まろうとしている。 4 
止んでいる まだ止んでおらず、止もうとしている。 5 
届いている まだ届いておらず、発送中である。 5 
終わっている まだ終わっておらず、終わる直前である。 3 
落ちている まだ床についておらず、宙に浮いている。 1 
帰国している まだ国に向かっている飛行機の中である。 1 
通り過ぎている、過ぎている バスがバス停と同じ位置で、通り過ぎている最中である。 6 
治っている 治りかけで、まだ治っていない。（まだ傷が残っている。） 9 
腐っている 一部だけ腐っており、まだ食べられる部分が残っている。 5 
なっている 完全に水になっておらず、溶けつつある。 6 
 


















































































第 5 章 本調査 
 
5.1 予備調査の仮説 































































・「อ้าว หนงัจบแล้วนี่นา」→        
      
 あら 映画 終わる （完了） 終助詞 
 
「動詞（＋）」の例 
・「ในห้องเรียนที่พืน้มีปากกาตกอยู」่→       
        
  中 教室 ある ペン 落ちる いる 
 












































問題数は全部で 20 問ある（資料 3 を参照されたい）。「動詞＋」のグループの問題数は
7 問あり（1 番、5 番、8 番、11 番、15 番、17 番、19 番）、「動詞（＋）」のグループの
問題数も 7 問ある（2 番、4 番、7 番、9 番、12 番、14 番、18 番）。残りの 6 問は、「結果
状態」の「テイル」の習得に関する調査であることを調査協力者に悟られないように入れ


































                                                   











 表 13 は、本調査の文法テストの調査協力者の日本語学習歴の詳細を示すものである。表
13 から、調査協力者の日本語学習歴が「3～4 年間（44 名）」と「5～6 年間（29 名）」に集
中していることが分かる。本調査の調査協力者は 2 年生から 4 年生であるため、大学で日
本語学科に入る前に、高校の時から日本語を学習していることが考えられる。日本語学習
歴が「1~2 年間」の調査協力者が 17 名おり、大学に入ってから日本語を学習し始めたと考
えられる。日本語学習歴が「7 年間以上」の調査協力者は 10 名おり、中学時代から日本語
を学習し始めた調査協力者たちである。 
 表 14 は、本調査の文法テストの調査協力者の在日経験の有無を示すものである。表 14
から、約 9 割の調査協力者が在日経験がないことが分かる。一方、在日経験がある 1 割の
調査協力者のほとんどは、高校時代の日本への 6 ヶ月～1 年間の交換留学であると答えてい
る。 
 表 15は、本調査の文法テストの調査協力者の日本語能力試験のレベルを示すものである。
表 15 から、9 割の調査協力者は日本語能力試験の N3 を取得していることが分かる。日本
語能力試験 N2 を取得している調査協力者は 3 年生に集中している。日本語能力試験 N1 合












表 16 本調査のフォローアップ・インタビューの調査協力者の詳細 
調査協力者 学年 日本語学習歴 在日経験 日本語能力試験のレベル 
1 3 5 なし N3 
2 3 4 なし N3 
3 3 6 なし N3 
4 3 6 なし N2 
5 3 8 なし N2 
6 3 8 なし N3 
7 3 7 １年間 N3 
8 3 6 なし N1 
9 3 5 なし N3 
10 3 9 なし N2 
11 3 2 なし N3 
12 4 3 なし N2 
13 3 2 なし N3 
14 3 2.5 なし N3 
15 3 2 なし N3 
16 3 2 なし N3 
17 4 3 なし N3 
18 2 7 なし N3 
19 4 6 なし N3 
20 3 15 なし N2 
21 2 4 なし N3 
22 2 4 なし N3 































































 本意識調査では、20 代のタイ語母語話者 100 名を対象にメールによるアンケート調査を




未習グループの 1 年生の学生は、普通に 1 年生の授業を受ける。一方、既習グループの 1 年生の学生は、1










下の図 5 は本意識調査で実際に使用したタイ語で書かれた調査紙であり、図 6 は実際に使
用した調査紙を日本語に翻訳されたものである50。 
 
図 5 意識調査の調査紙 
 
図 6 意識調査の調査紙（日本語訳） 
 
 一つ注意しなければならないのは、調査協力者が本調査の文法テストを受ける際、タイ
                                                   
50 本意識調査の問題文である「   」は、「すでにご飯を食べている」という現
在の状態を表す。そのため、この文の「」は「完了」しか表さず、「過去」を表すことにはならない。 
กรุณาตอบค าถามน้ีโดยใชค้วามรู้สึกโดยท่ีไม่ตอ้งคิดอยา่งจริงจงั 
ค าถาม : ภาษาไทยค าวา่ "แลว้" มีความหมาย/หนา้ท่ีอะไรในทางไวยากรณ์  
ประโยค : ผมทานขา้วแลว้ 





文：       
   僕   食べる  ご飯  （完了） 












































 第 5 章で述べたように、本調査では、タイのタマサート大学教養学部日本語学科で日本
語を専攻している 2～4 年生の日本語学習者 100 人を対象に文法テストを実施した。表 17
は日本語の「結果状態」の「テイル」に対応するタイ語の文法形式に基づいて作成された
分類を用いて全体的な調査結果を表すものである。文法テストでは、「動詞＋」と「動






















表 17 文法テストの全体的な結果 
グループ 「動詞＋」（7点） 「動詞（＋）」（7点） 全体（14点）  
平均点数 0.96(13.71%) 5.27(75.28%) 6.19(44.21%) 
 









にエクセルを用いて t 検定を行った。次の表 18 が t 検定の結果を表すものである。 
表 18 本調査の文法テストのｔ検定による結果 
  「動詞＋」 「動詞（＋）」 
平均 0.96 5.27 
分散 1.695353535 2.542525253 
標準偏差 1.30205742398465 1.59452979041636 









P(T<=t) 片側 1.31128E-41 
 
t 境界値 片側 1.660391156 
 
P(T<=t) 両側 2.62255E-41 
 
t 境界値 両側 1.984216952   
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図 7 各グループの「テイル」の選択率の比較 
 
 
 図 7 から、「動詞＋」と「動詞（＋）」に分けることにより、各グループの「テイ
ル」の選択率が大きく異なっていることが分かる。「動詞（＋）」のグループに属する動
詞である「混む」「濡れる」「消える」「疲れる」「汚れる」「壊れる」「落ちる」の「テイル」
の選択率はどれも 5 割を超えており、特に「混んでいる」「濡れている」「消えている」は 8
































   
6.1.3 各動詞の「テイル」の選択率 
 
図 8 各動詞の「テイル」の選択率（％） 
 
 








 6.1.1 では、「動詞＋」と「動詞（＋）」の 2 グループに分けることによって、タ




































るかについて報告する。以下の表 19 と表 20 は、各グループにおける調査協力者の選択状
況を表すものである52。 
表 19 「動詞＋」のグループにおける調査協力者の選択状況 
動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
始まる 6 84 23 12 125 
届く 0 92 5 11 108 
治る 5 81 10 17 113 
腐る 9 62 29 18 118 
終わる 8 87 7 4 106 
なる 7 76 15 21 119 
過ぎる 7 89 5 5 106 
                                                   
52 前述の通り、本調査の文法テストでは、調査協力者が正しいと思ったものをすべて選んでもらう形式を
採用したため、複数の選択をした学習者もいた。その結果、表 18 と表 19 の「合計」の欄に入っている数
字が調査協力者数である 100 を超えている。 
69 
 
表 20 「動詞（＋）」のグループにおける調査協力者の選択状況 
動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
落ちる 4 53 51 21 129 
壊れる 2 60 59 8 129 
疲れる 9 35 75 4 123 
汚れる 6 37 74 15 132 
濡れる 3 20 88 11 122 
消える 8 16 88 4 116 
混む 5 20 90 5 120 
 









































































 ・「始まっている」は「始まったばかり」という意味である（23 人中 1 人） 
 ・「始まった」も「始まっている」も両方正しい。どちらも「授業が既に始まっている」
という共通点があるが、自分がその場にいる場合は「始まった」が正しく、自分がそ




・「カバンが届く」という出来事が過去に起きたから「届いた」が正しい（23 人中 20 人） 
 ・「届いている」は「まだ届いていなく、搬送中」という意味である（23 人中 18 人） 
その他の理由 









人中 20 人） 
 ・「治る」という出来事が過去に起きたから、「治った」が正しい（23 人中 18 人） 
その他の理由 
 ・「治っている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 






意味である（23 人中 9 人） 
・「腐る」という出来事が過去に起きたから、「腐った」が正しい（23 人中 9 人） 
・「状態」であるため、「腐っている」が正しい（23 人中 8 人） 
その他の理由 
 ・「腐った」は「「腐る」という出来事が過去に起きた」と強調したい時に使い、「腐って

















 ・「なっている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 
 ・「なる」という動詞は「濡れる」や「汚れる」と異なり「状態」を表さないから「テイ
ル形」にするのはおかしい（23 人中 1 人） 
 ・氷が溶けて水になる過程を目撃していなかったから、「なっている」を使えない（23 人




 ・「過ぎる」という出来事が過去に起きたから、「過ぎた」が正しい（23 人中 22 人） 
 ・「過ぎている」は「過ぎている最中（バス停とバスが同じ位置にある）」という意味で
ある（23 人中 19 人） 
その他の理由 
 ・「過ぎている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 

















（23 人中 10 人） 
・「状態」であるため、「落ちている」が正しい（23 人中 6 人） 
その他の理由 
 ・「落ちた」は「過去にペンが落ちて今どこにあるか分からない」という意味である（23
人中 3 人） 
 ・「落ちた」は「過去にペンが落ちた後に拾って、そのペンは今もう床にない」という意
味である（23 人中 2 人） 
 ・「落ちた」は「過去にペンが落ちた」と述べる時に使い、「落ちている」は「状態」を




 ・「状態」だから、「壊れている」が正しい（23 人中 12 人） 
 ・「壊れている」の使い方が分からない（23 人中 4 人） 
 ・「壊れた」と「壊れている」の違いが分からない（23 人中 4 人） 
 ・「壊れている」は「壊れかけており、完全に使えないわけではない」という意味である
（23 人中 3 人） 
その他の理由 
 ・「壊れた」は「過去に壊れて今は修理されている」という意味である（23 人中 2 人） 
 ・「壊れた」は「過去に壊れて今はどうなっているかは言及していない」という意味であ




 ・「状態」であるため、「疲れている」が正しい（23 人中 17 人） 





である（23 人中 5 人） 
 ・「疲れた」は自分が主語の時に使う（23 人中 2 人） 
 ・「疲れる」という動詞自体が「状態」を表すため、「テイル形」にするのはおかしい（23




 ・「状態」であるため、「汚れている」が正しい（23 人中 19 人） 
その他の理由 
 ・「汚れた」は「過去に汚れており、今はもうきれいになっている」という意味である（23




 ・「状態」であるため、「濡れている」が正しい（23 人中 20 人） 
その他の理由 
 ・「濡れている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 




 ・「状態」であるため、「消えている」が正しい（23 人中 18 人） 
その他の理由 
 ・「消えている」は「少しずつ消えている」という意味である（23 人中 2 人） 
 ・「消えている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 
 ・「消えた」は「過去に消えており今は点いているかもしれない」という意味である（23






 ・「状態」であるため、「混んでいる」が正しい（23 人中 21 人） 
その他の理由 
 ・「混んだ」は「過去にバスが混んでおり、今は混んでいない」という意味である（23 人
中 2 人） 
 ・「混んでいる」は「今の状態」を強調しているのに対し、「混んでいた」は「ずっと前
から混んでいる」と強調している（23 人中 1 人） 











 第 5 章で述べた通り、タイ語母語話者が「完了」を表すタイ語の助動詞である「」












図 9 タイ語母語話者の「」に対する意識 
 
 
 図 9 から分かるように、20 代のタイ語母語話者 100 名を対象にタイ語の「」に対す
る意識調査を実施した結果、100 人中 78 人のタイ語母語話者が「」を「過去」と間違
えて捉えているのに対し、100 人中 22 人のタイ語母語話者が「」を正しく「完了」と

















































































































































































（例：「届く」：23 人中 20 人、「治る」：23 人中 18 人、「過ぎる」：23 人中 22 人） 
 2）「テイル」だと「進行」を表すから、「タ」が正しい→誤り 
（例：「届く」：23 人中 18 人、「治る」23 人中 20 人、「過ぎる」：23 人中 19 人） 
 
表 21 「動詞＋」のグループにおける各選択肢を選択した調査協力者の人数 
動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
始まる 6 84 23 12 125 
届く 0 92 5 11 108 
治る 5 81 10 17 113 
腐る 9 62 29 18 118 
終わる 8 87 7 4 106 
なる 7 76 15 21 119 
過ぎる 7 89 5 5 106 
（N＝100：複数回答有り） 
 





































































   
認知の仕方が

























このことに関しては第 8 章で詳しく述べる。 
 





































（例：「汚れる」：23 人中 19 人、「消える」：23 人中 18 人、「混む」：23 人中 21 人） 
 2）「タ」だと、その出来事が過去に起きて、今はその状態ではなくなったか、今のこと
は言及していない→誤り 
（例：「疲れる」：23 人中 5 人、「汚れる」：23 人中 6 人、「乾く」：23 人中 4 人） 
 
表 22 「動詞（＋）」のグループにおける各選択肢を選択した調査協力者の人数 
動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
落ちる 4 53 51 21 129 
壊れる 2 60 59 8 129 
疲れる 9 35 75 4 123 
汚れる 6 37 74 15 132 
濡れる 3 20 88 11 122 
87 
 
消える 8 16 88 4 116 



























































































動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
過ぎる 7 89 5 5 106 
 
「過ぎる」は（「届く」も含めて）全 14 の動詞の中で最も「テイル」の使用率が低い動
詞で、100 人中 5 人しかいない。つまり、本調査の中で最も調査協力者が正しく選択できな
かった動詞である。「テイル」以外の選択は、「ル」が 100 人中 7 人、「タ」が 100 人中 89























 ・「過ぎる」という出来事が過去に起きたから、「過ぎた」が正しい（23 人中 22 人） 
 ・「過ぎている」は「過ぎている最中」という意味である（23 人中 19 人） 
その他の理由 
 ・「過ぎている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 




ビューの結果を見ると、100 人中 89 人の調査協力者が「タ」を選択している。調査協力者
の「タ」を選択した最も多かった理由は「「過ぎる」という出来事が過去に起きたから、「過























動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
届く 0 92 5 11 108 
 
「届く」は「過ぎる」と同じように、本調査の 14 語の動詞の中で最も「テイル」の選択
率が低い動詞であり、100 人中 5 人しかいなかった。「テイル」以外の調査協力者の選択は、






・「カバンが届く」という出来事が過去に起きたから「届いた」が正しい（23 人中 20 人） 
 ・「届いている」は「まだ届いておらず、搬送中」という意味である（23 人中 18 人） 
その他の理由 
 ・「届いている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 
 ・カバンが自分がいない時に届いたから、「届いている」が正しい。「届いた」は自分が
いる時にカバンが届いた場合に使う（23 人中 1 人） 
 
 この問題は、「家に帰ったら、自分の部屋の中に注文したカバンが置いてある」という場













































動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
終わる 8 87 7 4 106 
 
 「終わる」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 7 人であり、正しく「テイ
ル」を選択できた調査協力者が 1 割にも満たないことが分かる。「テイル」以外の調査協力










ね ぶ そ く
だったから、寝ちゃった！ 
    （スクリーンを見て）あれ？映画
え い が

























 ・「終わっている」の使い方が分からない（23 人中 5 人） 
 
 この問題は、「映画を見ている時に寝てしまい、起きた時は映画がすでに終わっている」


























動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
治る 5 81 10 17 113 
 
 「治る」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 17 人である。「テイル」以外







人中 20 人） 
 ・「治る」という出来事が過去に起きたから、「治った」が正しい（23 人中 18 人） 
その他の理由 
 ・「治っている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 




ーアップ・インタビューの結果から見て、100 人中 81 人の調査協力者が「タ」を選択して
いる。調査協力者の「タ」を選択した最も多かった理由は「「治っている」は、「まだ傷が
















































動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
なる 7 76 15 21 119 
 
 「なる」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 15 人である。「テイル」以外



























けて水に  よ。 
    イン：じゃ、ジュースにしよう。 









 ・「なっている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 
 ・「なる」という動詞は「濡れる」や「汚れる」と異なり「状態」を表さないから「テイ
ル形」にするのはおかしい（23 人中 1 人） 


























動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
始まる 6 84 23 12 125 
 
 「始まる」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 23 人である。「テイル」以

























学生 B：10 時 15 分だよ。授業は 10 時からだよね？ 
















自分がその場にいない場合は「始まっている」が正しい（23 人中 1 人） 
 
 この問題は「登校中の 2 人の学生の会話で、会話をしている時にすでに授業が始まって
いることに気付いた」という場面である。フォローアップ・インタビューの結果から見て、
100 人中 84 人の調査協力者が「タ」を選択している。調査協力者の「タ」を選択した最も
多かった理由は「「授業が始まる」という出来事が過去に起きたから、「始まった」が正し



















































動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
腐る 9 62 29 18 118 
 
 「腐る」では「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 29 人である。調査協力者の「テ








意味である（23 人中 9 人） 
・「腐る」という出来事が過去に起きたから、「腐った」が正しい（23 人中 9 人） 
・「状態」であるため、「腐っている」が正しい（23 人中 8 人） 
その他の理由 
 ・「腐った」は「「腐る」という出来事が過去に起きた」と強調したい時に使い、「腐って
いる」は「状態」であることを強調したい時に使う（23 人中 2 人） 
 
 この問題は、「箱の中に入っているマンゴーを見た時、そのマンゴーはすでに腐っている」
という場面である。フォローアップ・インタビューの結果から見て、100 人中 62 人の調査
協力者が「タ」を選択している。調査協力者の「タ」を選択した最も多かった理由は「「腐
っている」は「完全に腐っておらず、まだ食べられるところが残っている」という意味で











った（100 人中 29 人）。同じ動詞のグループなのに、なぜ「腐る」の選択率が他の動詞よ

































動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
落ちる 4 53 51 21 129 
 
 「落ちる」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 51 人であり、このグルー
プにおいては最も選択率が低いが、「動詞＋」のグループにおいて調査協力者による選
択率が最も高い「腐る」（29%）よりは選択率が高い。調査協力者の「テイル」以外の選択






という意味である（23 人中 11 人） 
 ・「ペンが落ちる」という出来事が過去に起きたから、「落ちた」が正しい（23 人中 8 人） 
・「状態」であるため、「落ちている」が正しい（23 人中 6 人） 
その他の理由 
 ・「落ちた」は「過去にペンが落ちて今どこにあるか分からない」という意味である（23
人中 3 人） 
 ・「落ちた」は「過去にペンが落ちた後に拾って、そのペンは今もう床にない」という意


























強調したい時に使う（23 人中 2 人） 
 
 この問題は「ボールペンを探しており、机の下を見た時、ボールペンが机の下に落ちて
いる」という場面である。フォローアップ・インタビューの結果から見て、100 人中 53 人
が「タ」を、100 人中 51 人が「テイル」を選択している。調査協力者の「タ」を選択した
理由として最も多く挙げられたものが「「落ちている」は「ペンが落ちている最中で、宙に
浮いており、まだ床についていない」という意味である」（23 人中 11 人）であることから、
「「進行」との混同」が窺える。 
次に多かった理由は「ペンが落ちる」という出来事が過去に起きたから、「落ちた」が正

























動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
壊れる 2 60 59 8 129 
 
 「壊れる」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 59 人である。調査協力者
の「テイル」以外の選択は、「ル」が 100 人中 2 人、「タ」が 100 人中 60 人、「テイタ」が





 ・「状態」だから、「壊れている」が正しい（23 人中 12 人） 
 ・「壊れている」の使い方が分からない（23 人中 4 人） 
 ・「壊れた」と「壊れている」の違いが分からない（23 人中 3 人） 
 ・「壊れている」は「壊れかけており、完全に使えないわけではない」という意味である



































である。フォローアップ・インタビューの結果から見て、100 人中 60 人が「タ」を、100




























































動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
汚れる 6 37 74 15 132 
 
 「汚れる」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 74 人である。調査協力者
の「テイル」以外の選択は、「ル」が 100 人中 6 人、「タ」が 100 人中 37 人、「テイタ」が






 ・「状態」であるため、「汚れている」が正しい（23 人中 19 人） 
その他の理由 
 ・「汚れた」は「過去に汚れており、今はもうきれいになっている」という意味である（23




100 人中 37 人が「タ」、100 人中 74 人が「テイル」を選択しており、「テイル」の選択率
が「タ」の選択率の倍になっている。調査協力者の「テイル」を選択した理由の中で最も



















動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
疲れる 9 35 75 4 123 
 
「疲れる」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 75 人である。調査協力者
の「テイル」以外の選択は、「ル」が 100 人中 9 人、「タ」が 100 人中 35 人、「テイタ」が





 ・「状態」であるため、「疲れている」が正しい（23 人中 17 人） 
 ・「疲れた」をよく聞いたり使ったりするから正しいと思った（23 人中 7 人） 
その他の理由 
 ・「疲れた」は「過去に疲れており、今はもう疲れていないかもしれない」という意味で
ある（23 人中 5 人） 
 ・「疲れた」は話し手が主語の時に使う（23 人中 2 人） 
 ・「疲れる」という動詞自体が「状態」を表すため、「テイル形」と使うのはおかしい（23














































ら見て、100 人中 35 人が「タ」を、100 人中 75 人が「テイル」を選択しており、この動
詞においても「テイル」の選択率が「タ」の選択率の倍になっている。調査協力者の「テ
イル」を選択した理由として最も多く挙げられたのが「「状態」であるため、「疲れている」




（23 人中 7 人）という選択理由であり、日常における使用・遭遇率も影響していることを










動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
消える 8 16 88 4 116 
 
 「消える」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 88 人である。調査協力者
























































 ・「状態」であるため、「消えている」が正しい（23 人中 18 人） 
その他の理由 
 ・「消えている」は「少しずつ消えている」という意味である（23 人中 2 人） 
 ・「消えている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 
 ・「消えた」は「過去に消えており、今は点いているかもしれない」という意味である（23
























動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
濡れる 3 20 88 11 122 
 
 「濡れる」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 88 人である。調査協力者
の「テイル」以外の選択は「ル」が 100 人中 3 人、「タ」が 100 人中 20 人、「テイタ」が





 ・「状態」であるため、「濡れている」が正しい（23 人中 20 人） 
その他の理由 
 ・「濡れている」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 
 ・「濡れた」は「過去に濡れているが今は乾いている」という意味である（23 人中 4 人） 
 
 この問題は「さっき誰かが水をこぼしたから、床が濡れている」という場面である。フ
ォローアップ・インタビューの結果から見て、100 人中 20 人が「タ」を、100 人中 88 人
が「テイル」を選択しており、調査協力者が「テイル」と「タ」の区別ができていること
が分かる。調査協力者の「テイル」を選択した理由の中で最も多く挙げられたのが「「状態」





























動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
混む 5 20 90 5 120 
 
 「混む」では、「テイル」を選択した調査協力者は 100 人中 90 人である。調査協力者の
「テイル」以外の選択は、「ル」が 100 人中 5 人、「タ」が 100 人中 20 人、「テイタ」が 100




 ・「状態」であるため、「混んでいる」が正しい（23 人中 21 人） 
その他の理由 
 ・「混んだ」は「過去にバスが混んでいたが、今は混んでいない」という意味である（23
人中 2 人） 
 ・「混んでいる」は「今の状態」を強調しているのに対し、「混んでいた」は「ずっと前
から混んでいる」と強調している（23 人中 1 人） 
 ・「混んでいる」の使い方が分からない（23 人中 1 人） 
 
 この問題は「乗ろうとしたバスが混んでいる」という場面である。フォローアップ・イ


































































図 13 調査協力者による各動詞の「タ」と「テイル」の選択率（％） 
 
  
 以上の図 13 は、「テイル」の選択率の低い順から高い順に並べてある。図 13 から分かる
ように、「テイル」における調査協力者の選択率は右に行けば行くほど高くなっていく。一
方、「タ」における調査協力者の選択率は右に行けば行くほど低くなっていくことが分かる。









































































  ・「状態」だから、「壊れている」が正しい（23 人中 12 人） 
  ・「壊れている」は「壊れかけており、完全に使えないわけではない」という意味であ
る（23 人中 3 人） 
  
＜落ちる＞ 
  ・「状態」だから、「壊れている」が正しい（23 人中 12 人） 
  ・「壊れている」は「壊れかけており、完全に使えないわけではない」という意味であ




う意味である（23 人中 9 人） 
・「腐る」という出来事が過去に起きたから、「腐った」が正しい（23 人中 9 人） 
・「状態」であるため、「腐っている」が正しい（23 人中 8 人） 
 









られる。これに関しては第 8 章において詳しく述べることにする。 
 
7.3 教材分析 























未習グループの 1 年生の学生は、普通に 1 年生の授業を受ける。一方、既習グループの 1 年生の学生は、1















 さらに、第 29 課では、「結果状態」の「テイル」が以下のように説明されている。 
 
 動詞テ形＋ています 
  この文型は、現在進行中の動作を表す。 
   ① ミラーさんは 今 電話を かけています。 
   ② 今 雨が 降って いますか。 
     ．．．はい、降って います。 




 ① わたしは結婚しています。 
 ② わたしは田中さんを知っています。 
 ③ わたしは大阪に住んでいます。 








 前述したように、『みんなの日本語』においては第 15 課と第 29 課で「結果状態」の「テ
イル」が導入されている。一方、「進行」の「テイル」は第 14 課で導入されている。ここ
で注目したいのは、「動詞の説明」である。第 14 課と第 15 課の「テイル」の説明において
動詞テ形＋います 
 動作が完了したが、その結果がまだ残っている。 
 1）名詞 が 動詞テ形＋います 
  ① 窓が 割れて います。 









  ③ けさは 道が 込んで いました。 
 
 2）名詞 は 動詞テ形＋います 
 トピックに挙げられる動詞の主語は助詞「は」で表される。例文④のように、話し手
は「この」を使って「このいす」がトピックで、その状態を聞き手に説明している。 


















出典：『あきこと友だち』第 3 巻 p.60 
 動詞＋ている 
  1．進行中や現在起きている動作を表す時に使われる。 
   ① 何をしていますか。 
   ② ニュースを聞いています。 
   ③ 妹は出口でまっています。 
   ④ 友達と話しています。 
2．現在の状態を表す時に用いられる。例えば、 
  ・服装を表す時 
   ① シリクワンさんはめがねをかけていますか。 
   ② 黒田さんは今日みどりのシャツを着て、黒いジーンズをはいています。 
  ・見た目、性質、状態などを表す時 
   ① リーさんはやせていますか、ふとっていますか。 
   ② 赤ちゃんはお父さんににていますね。 
   ③ コムサンさんはしんせきの家に住んでいます。 





























































































































 次に、『みんなの日本語』の第 29 課の「結果状態」の「テイル」の練習問題を分析する。
前述のように、第 29 課は、第 15 課と異なり、「テイル」と組み合わせられると「結果状態」
の意味になる動詞が 30 語も取り上げられている。「練習 B」は、「状態」を表す絵を提示す
ることにより、学習者にとって「状態」として想像しやすくするという点で効果的である


































    2）「＝過去」という間違った知識 





    2）「」の「正の転移」 


























































































ることが分かった。全体の平均点数は 14 点満点中 6.19 点で、満点の半分にも満たず、「結
果状態」の「テイル」は習得が困難であると考えられる。 
 
 表 23 文法テストの全体的な結果 
グループ 「動詞＋」（7点） 「動詞（＋）」（7点） 全体（14点）  





























































































































































































































































 例： 田中さんはドアを開けている ＝ 「進行」 
    説明：「開ける」が他動詞であるため、「テイル」と組み合わさると「進行」にな
る。つまり、今田中さんはドアを開けている最中である。 
ドアが開いている ＝ 「結果状態」  
    説明：「開く」が自動詞であるため、「テイル」と組み合わさると「結果状態」に
なる。つまり、ドアが過去に開いてその状態が現在まで続いている。 






  例： 「歩いている」 → 歩く ＋ テイル ＝ 「進行」 
     説明：「歩く」は継続動詞（主体に変化がない）であるため、「テイル」と組み
合わさると「進行」になる。つまり、動作主が今歩いている最中である。 
     「腐っている」 → 腐る ＋ テイル ＝ 「結果状態」 




























                                                   
63      





























   
 「動詞（＋）」のグループの導入例として、本調査の文法テストにおいて扱った「濡
れる」の問題を用いて説明する（資料 3 を参照されたい）。 
 
  

















                                                   
64    
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1）正しい  2）正しくない 









1）正しい  2）正しくない 




















1）正しい  2）正しくない 


















1）正しい  2）正しくない 
















1）正しい  2）正しくない 





1. คณุไปดหูนงักบัเพื่อน ระหวา่งที่ก าลงัดหูนงัคณุเผลอหลบัไป พอคณุตื่นขึน้มาพบวา่หนงัได้จบไปแล้ว 
あなたは友達と映画を見に行きます。映画の上映中にあなたは寝てしまった。起きた時は
映画がもう終わっていることに気が付いた。 
「อ้าว หนงัจบแล้วนี่นา」→         
（正解：あ、映画終わっているじゃない。） 














「คณุหวงักลบัประเทศอยูต่ัง้แตส่ปัดาห์ที่แล้วครับ ปลายเดือนหน้าถึงจะกลบัมาที่ญ่ีปุ่ นครับ」→ 
（正解：王さんは先週から帰国しています。日本に戻ってくるのは来月末になります。） 
5. คณุเผลอหลบัไประหวา่งโดยสารรถเมล์ พอตื่นขึน้มาคณุพบวา่รถเมล์ได้เลยป้ายที่คณุต้องการจะลงไปแล้ว 
あなたはバスに乗っている間に寝てしまった。起きた時は、バスがあなたの降りたいとこ
ろを過ぎていることに気が付いた。 
「อ้าว เลยป้ายแล้วนี่นา」→         
（正解：あ、過ぎている。） 
6. คณุก าลงัจะเขยีนรายงานแตพ่บวา่คอมพิวเตอร์ของคณุเสยีอยู่ 
あなたはレポートを書こうとした。そうしたら、パソコンが壊れていることに気が付いた。 
「อ้าว คอมพวิเตอร์เสยีอยูน่ี่นา อยา่งนีก็้เขยีนรายงานไมไ่ด้นะ่สิ」→    






































































































































































































































































けて水に  よ。 
 イン：じゃ、ジュースにしよう。 











ったらすぐ  。 
【1．寝
ね
る    2．寝
ね
た    3．寝
ね












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































するために    。 
【1. 留学
りゅうがく
する   2. 留学
りゅうがく
した   3. 留学
りゅうがく





























































ったらすぐ  。 
【1．寝
ね
る    2．寝
ね
た    3．寝
ね


































：นดั 電気で ん き：ไฟ 消き える：(ไฟ)ดบั,ไมต่ิด 
 
15. （ชายกบัอินก าลงัดหูนงัอยูใ่นโรงหนงั） 
 チャイ：あ！いけない！昨日寝不足
ね ぶ そ く
だったから、寝ちゃった！ 
    （ดจูอหนงั）あれ？映画
え い が



















ね ぶ そ く







日本に行った時に    よ。すごく楽
たの
しかった。 


























水に  よ。 
    イン：じゃ、ジュースにしよう。 
【1．なる  2．なった 3．なっている  4．なっていた】 
かき氷
ごおり

































19. （พลกบัแอนก าลงันัง่รถไฟฟ้ากลบับ้าน ทัง้สองคนคยุกนัเพลนิจนเผลอนัง่รถเลยป้าย） 
 ポン：サイアムに着いた？ 
 アン：あ！！！もうシーロムだよ！ 




















したいことがあるから、明日学校に    。 

























































































































































































































































































するために    。 
【1. 留学
りゅうがく
する   2. 留学
りゅうがく
した   3. 留学
りゅうがく



























































ったらすぐ  。 
【1．寝
ね
る    2．寝
ね
た    3．寝
ね


























































ね ぶ そ く
だったから、寝ちゃった！ 
    （スクリーンを見て）あれ？映画
え い が






















日本に行った時に    よ。すごく楽
たの
しかった。 























けて水に  よ。 
    イン：じゃ、ジュースにしよう。 






















































したいことがあるから、明日学校に    。 




























1 2 3 なし N3 
2 2 3 なし N3 
3 2 3 なし N3 
4 2 3 なし N3 
5 2 2 なし N3 
6 2 4 なし N3 
7 2 5 なし N3 
8 2 4 なし N3 
9 2 5 なし N3 
10 2 1 なし N3 
11 2 1 なし N3 
12 2 1 なし N3 
13 2 4 なし N3 
14 2 1 なし N3 
15 2 5 なし N3 
16 2 4 なし N3 
17 2 5 なし N2 
18 2 6 4年間 N3 
19 2 4 3年間 N3 
20 2 4 なし N3 
21 2 4 １年間 N3 
22 2 4 なし N2 
23 2 5 なし N3 
24 2 5 なし N3 
25 3 6 なし N3 
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26 2 4 なし N3 
27 2 5 なし N3 
28 2 6 なし N3 
29 2 4 なし N3 
30 2 4 なし N3 
31 2 4 なし N3 
32 2 4 なし N3 
33 2 7 なし N3 
34 2 4 なし N3 
35 2 4 なし N3 
36 2 4 なし N3 
37 2 4 なし N3 
38 2 7 なし N3 
39 3 2 なし N3 
40 3 3 なし N3 
41 3 2 なし N3 
42 3 2 なし N3 
43 3 4 なし N3 
44 3 2 なし N3 
45 3 2 なし N3 
46 3 7 なし N2 
47 3 6 なし N3 
48 3 4 なし N3 
49 3 5 １年間 N2 
50 3 5 なし N3 
51 3 5 なし N3 
52 3 5 なし N3 
53 3 6 なし N3 
54 3 6 なし N3 
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55 3 6 １年間 N3 
56 3 5 １年間 N3 
57 3 2 なし N3 
58 3 4 なし N3 
59 3 3 なし N3 
60 3 3 なし N3 
61 3 6 １年間 N3 
62 3 2 なし N3 
63 3 5 なし N3 
64 3 15 なし N2 
65 3 2 なし N3 
66 3 2 なし N3 
67 3 2.5 なし N3 
68 3 2 なし N3 
69 3 5 なし N3 
70 3 4 なし N3 
71 3 6 なし N3 
72 3 6 なし N2 
73 3 8 なし N2 
74 3 8 なし N3 
75 3 7 １年間 N3 
76 3 6 なし N1 
77 3 5 なし N3 
78 3 9 なし N2 
79 3 2 なし N3 
80 4 4 なし N3 
81 4 3 なし N3 
82 4 3 なし N3 
83 4 3 なし N3 
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84 4 3 なし N3 
85 4 3 なし N3 
86 4 7 なし N3 
87 4 3 なし N3 
88 4 6 なし N3 
89 4 3 なし N3 
90 4 3 なし N3 
91 4 3 なし N3 
92 4 3 なし N3 
93 4 6 なし N3 
94 4 3 なし N3 
95 4 3 なし N2 
96 4 7 １年間 N3 
97 4 3 なし N3 
98 4 4 なし N3 
99 4 5 なし N3 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 例 1：ミラーさんを知っていますか。（はい）→ はい、知っています。 
 例 2：ミラーさんは車を持っていますか。（いいえ）→ いいえ、持っていません。 
 ① ミラーさんは結婚していますか。（いいえ）→ 
 ② ミラーさんは大阪に住んでいますか。（はい）→ 





 ① 松本さんの住所 
 ② 安い床屋 
 ③ いい歯医者 
 
『みんなの日本語』第 29 課 
 
練習 A 
 ① ８じはんのでんしゃはこんでいます。 








 1．例：→ 窓が開いています。 
  1）→       2）→       3）→       4）→ 
5）→       6）→       7）→ 
 
 
 2．例 1：エアコンが消えます・つけてください。 
     → エアコンが消えていますから、つけてください。 
   例 2：エアコンがつきませんでした・暑かったです。 
     → エアコンがついていませんでしたから、暑かったです。 
  ① かぎが掛かります・会議室に入れません → 
  ② 電気がつきません・だれもいないと思います → 
  ③ 道がすきました・早く着きました → 
  ④ スーパーが閉まりました・買い物できませんでした → 
 
 3．例：このファックスを使ってもいいですか。（故障します） 
     → そのファックスは故障していますよ。 
  ① このコップを借りてもいいですか。（汚れます）→ 
  ② この袋をもらってもいいですか。（破れます）→ 
  ③ このテープレコーダーを使ってもいいですか。（壊れます）→ 






   B：はい。 
   A：かばんが開いていますよ。 
   B：えっ。あ、どうもすみません。 
  ① ボタンが外れます 
  ② クリーニングの紙が付きます 
  
 2．A：すみません。この①パンチ、使ってもいいですか。 
   B：あ、その①パンチは②壊れていますから、こちらのを使ってください。 
   A： すみません。 
  1）① 袋  
    ② 汚れます 
  2）① 封筒 




















 1.1 二人の服装を説明してください。 
 れい：①めがねをかけています。 
 
 1.2 二人の服装の違いを説明してください。 
 れい：男の人はめがねをかけていますが、女の人はめがねをかけていません。 
 
 
 
